
サントリー美術館は、1961（昭和 36）
年の開館以来、「生活の中の美」を基本
理念として、企画展やコレクション収集
活動をおこなう一方、教育普及活動とし
て「美術座談の会」、「美術講演会」を
2004（平成 16）年まで、約 340 回にわ
たって開催してきた。

2007（平成 19）年、六本木・東京ミ
ッドタウンにリニューアル・オープンを
機に、新たに「エデュケーション・プロ
グラム」をスタートさせた。とくに、子
どもたちを意識したプログラムが多く、
エデュケーターによる「フレンドリート
ーク」や「体験型ミニレクチャー『はじ
めてひらく　美のとびら』シリーズ」は、
子どもたちから大人までを対象にわかり
やすい解説をしている。

おもしろびじゅつ帖などツールの充実
また、展覧会ごとに鑑賞支援ツール「お

もしろびじゅつ帖」を作成し、来館した中
学生以下の子どもたちに無料で配布してい
る。これらは、単に子ども向け展示解説で
はなく、展覧会の内容にあわせて、クイズ
が盛り込まれたり、形も組み立てるカード
やノートになっていたりするなど、知識を
得るだけに留まらないように工夫がなされ
ている。2012 年には同館の所蔵品を使っ
て、西洋のガラス、屏風、日本の漆、やき
ものと作品のジャンルごとに楽しくわかり
やすくまとめた『おもしろびじゅつ帖　豆
本』（全４巻）が発行された。学校団体の
来館時や出張授業での教材として、日本
美術の入門としても利用されている。

上野公園に集まる９つの文化施設※が
子どもたちのミュージアム・デビューを
応援する、それが 2013 年８月から始ま
った「Museum Start あいうえの」で
ある。東京文化発信プロジェクトの一環
で、東京都美術館（以下、「都美」）と東
京藝術大学（以下、「藝大」）が推進役と
なって実施し、他の７館が共催する。

このプロジェクトは、子どもや家族で
もいろいろなミュージアムを気軽に楽し
めるようにさまざまな学びの環境を整え
ている。

まず、ウェブサイト http://museum-
start.jp では９つの文化施設のワークシ
ョップやイベント情報が見渡せるように
し、また、これらに楽しく参加するため
に「ミュージアム・スタート・パック」
を用意した。18 歳以下の子どもとその
家族が対象で、オリジナルバッグには、
ミュージアム活用に役立つ「ビビハドト
カダブック」と東京藝術大学教授でアー
ティストの日比野克彦オリジナルデザイ
ンの缶バッジが入っている。

さらに、このパックを持って各ミュー
ジアムに行き、各館の館種の頭文字から
なる合言葉「ビビハドトカダブ！」と唱
えると施設ごとに日比野氏がデザインし
たオリジナル缶バッジがもらえる。

そして、個人や学校向けのワークショ
ップなどを開催する「あいうえの学校」
では、より深いミュージアムでの鑑賞体
験ができるのだが、これらのプログラム
では、参加する子どもと大人がともに学
ぶことに重きを置いている。それぞれ

イベントやウェブサイトでも
そして、今回初めて開催するのが、夏

休み特別イベント「まるごといちにち　こ
どもびじゅつかん！」（8.12（火）10：00
～ 18：00）である。休館日の１日を“こ
ども専用びじゅつかん”としてさまざまな
教育普及プログラムを展開する。なんと当
日は、小中学生とその保護者は入館無料。
子ども連れでの美術鑑賞に敷居の高さを
感じる保護者にとっても、うれしい企画だ。

さらに、2014 年４月にウェブサイト
を中心に展開する「サントリーアートキ
ッズクラブ」がスタート。これは、音楽
と美術を中心に芸術分やの振興・発展を
目的に事業を行っているサントリー芸術
財団が運営するもので、サントリーホー
ルやサントリー美術館の子ども向け情報
や「アートのまめちしき」、「ホールと美
術館のお仕事紹介」などの読み物も掲載
し、最新情報はメールマガジンで定期的
に届けるというものだ。

サントリーは、社会貢献を根底に据え
た「利益三分主義」を経営哲学としてき
た企業であるが、先人たちが創り上げて
きた美意識や感性といった文化の継承を
していくべく、とくに未来を担う子どもた
ちに託し、大切にしていることがわかる。

のプログラムには、100 人以上の大人が
所属する「東京都美術館×東京藝術大学 
とびらプロジェクト」のアート・コミュ
ニケータ（愛称：とびラー）のサポート
があり、とびラーたちは、子どもたちの
声に耳を傾け、コミュニケーションを通
した学びを深める。「ミュージアム・ス
タート・パック」には保護者向けのメッ
セージが入っているし、障がいのある子
どもたちを含むすべての子どもたちを対
象にした「のびのびゆったりワークショ
ップ」では、同時に保護者向けプログラ
ムも行われる。学校向けプログラムは授
業の事前から事後活動まで学芸員や大学
の教員が共に授業サポートに関わり、教
師にとっても新たな学びの機会が生まれ
ている。

なお、2 年目の今年度は「あいうえの
学校」のなかに中高生を対象にした「テ
ィーンズ学芸員」（全 10 回）や、昨年度
の参加者たちが継続して上野公園のミュ
ージアムを楽しんでほしいと、もう一度
集まる「ホームカミングデイ」も新たに
加わった。

上野公園のミュージアムは「子ども
で」、新たな学びをスタートさせている。

※�上野の森美術館、国立西洋美術館、東京都美術館、
東京国立博物館、恩賜上野動物園、国立国会図
書館国際子ども図書館、国立科学博物館、東京藝
術大学、東京文化会館

上野公園で新たな試み
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鑑賞支援ツール「おもしろびじゅつ帖」。展覧会ごとに
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サントリー美術館の所蔵品を使ってジャンルごとにま
とめた『おもしろびじゅつ帖　豆本』（全４巻）

あいうえの学校の「あいうえのものがたり」。26年度
の第１回目は、東京国立博物館へ。鑑賞の前にとびラー
たちと話し合う

2012年夏には日本美術の参加・体験型の展覧会「来
て、見て、感じて、驚いちゃって！おもしろびじゅつ
ワンダーランド」展が開催された

あいうえの学校の個人向け連続プログラム「放課後の
ミュージアム」。上野公園をめぐる中で生まれた発想
や考えから、何かを創り出す

あいうえの学校の「あいうえのものがたり」第 2 回。
とびラーたちと国立西洋美術館で鑑賞する

すべての子どもたちが対象の「のびのびゆったりワー
クショップ」。とびラーとのコミュニケーションを大切
にしている　　　　    ＜写真提供：東京都美術館＞

経営哲学としても、文化の継承を子どもたちに託す

サントリー美術館

広島県立美術館の展示ケースの高さは
70㎝～ 90㎝。子どもたちの目線が身長
からマイナス約 15㎝とすると、身長 110
㎝未満だと作品の鑑賞がしにくい環境だ。
学芸員の山本恵子さんはコレクション展を
子どもたちにもっと鑑賞してほしいと「こ
どもステップ（愛称 ポチ）」を発案した。
大田設計事務所の大田一朗氏と相談して仕
様を決めていった。安全で安定感があるこ
とを重視しある程度の重みをもたせ、ス
テップの高さは小学校の階段を基準にし
た。底にゴム製のキャスターをつけ、キャ

リーケースのように簡単に移動できるよう
にし、また手すりもつけて展示ケースに触
れないようにした。素材はこどもの手にな
じみやすい木製、ステップには毛足の短い
パンチカーペットを貼り、汚れにくく、滑
らないようにした。ステップ（木製部分）
が展示ケースに直接触れない設計となって
いる。保護者が移動させる。身長に合わせ
て2歳～7歳ぐらいまでが使用可能だ。「ポ
チと一緒に、作品を見たい」という声も聞
こえてきそうだ。

ノルウェーの絵本作家、オーシル・カン
スタ・ヨンセン作の『キュッパのはくぶつ
かん』（ひだにれいこ訳、福音館書店刊）は、

主人公の丸太の男の子「キュッパ」が、森
でいろいろな物を集めてきて、その集めた
いろいろなものを分類し、タグをつけ、み
んなに見てもらおうと展示して、博物館を
開き、案内に奮闘し、やがて疲れてしまう。
しかし、奮起して、今度は、記録し、リサ
イクルし、最後は、芸術作品まで作ってし
まうという、まさに、キュッパを通して、
楽しくも辛くも、まためげない博物館活動
が展開されている。かわいいキュッパが一
生懸命に、「はくぶつかん」活動をするのが、
なんとも愛らしく応援したくなる。絵の良

さも、魅力だ。2010 年 5 月にノルウェー
で刊行され、フランス、スウェーデン、ド
イツ、韓国でも出版され、日本では 2012
年４月に刊行された。たちまち人気になり、
すでに５刷を超えている。

去る５月５日（月・祝）、東京都美術館
の講堂で子どもたちのミュージアム・デ
ビューを応援する「Museum Start あい
うえの」の趣旨と重なることから、オーシ
ルさんを招いた講演会が催された。オーシ
ルさんも、葉っぱや小枝などを集めるのが
好きという。

キャスターと手すりのある「こどもステッ
プ（愛称 ポチ）」を利用して作品を鑑賞

広島県立美術館 HPAM コレクション展
「美術館のこども部屋 ver.2 アートな宿題」こどもステップ（愛称 ポチ）が登場

集めて、分けて、記して、見せて…。
絵本『キュッパのはくぶつかん』が教えてくれること
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